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5)薬剤性肝障害の2例

夏井 Ir:_tlj]･船越 和博
柳沢 善計
村山 久夫

循環器系薬剤によると思われた肝障害の2例を経験 し

たC')で報告 した.症例 1は帖 トト ､滞型肝陣書を皇し,

起因薬剤として塩酸チクロピジソ,ニ731_ジピソ,ダリ

ラミソを投与 し,治癒まで約80日を要 した.

症例 2は肝細胞障害型肝障害を重 し,起因薬剤として

塩酸ジレバロ-ルが疑われ,同薬剤の中止によりトラン

スアミナ-ゼは速やかに改善した.いずれの症例におい

ても LST は陰性であった.鮫島らの全国調査によれ

ば 1971-1980年の10年間で循環器系薬剤は抗生物質,

中枢神経周薬に次ぎ第 3位を占めている.同薬剤は新薬

の開発に比 し副作用報告が遅れがちであり,投与対象の

多くが高齢者であることから,投与前後の肝機能チェッ

クが必要と思われた,

6)赤芽球務を合併 し た 原 因 不 明肝内胆汁 うっ滞

の且例
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(三条総合病院内科)

( 同 検査料)

症例は64才男性で 旦991年 9月17日感冒症状にて近医

受診 し肝機能異常を指摘された,9月27日皮膚黄梁と39

℃の勲発を認め黄疫が著増 したため10月11日当科紹介入

院となった,入院時意識は清明で T,Bin49.3,D.Bit

36.冒,GOT 213,GP㌻ 274,AIp2527でありビリル

ビン吸着を計17回施行 した.吸着療法開始 3回日頃より

貧血が急速に進行 し骨髄穿刺にて赤芽球務の診断を得た.

濃厚赤血球 3,200ml,ステロイ仁 エ ))スロボエチソ

の投与にて貧血は改善し,黄疫 も消衆 した,肝炎ウイル

スマ-カ- (A,B,C)は何れ も陰性であ りサイ トメ

ガロ,PB反乱 レプ トスビラ抗体も検出されず,薬剤

の服用歴 もなく原因不明の赤芽球務を合併 した肝内胆汁

うっ滞を経験 したので報告した .
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7)興味ある経過をとった自己免疫性肝炎の1例
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(新潟光学第三内科)

∈警撃義挙医療鯛 )

症例は54才女性.教団検診をこて ㌻-GTPの高値を指

摘 されていたが自覚症状はなかった,その後 tramsaLmi-

mase,胆道系酵素芳LDH の上昇を認め入院 した.r-グ

ロブリンは 1.9g/d且,肝炎ウイルマ-カ-はB型,C

型共に陰性, 抗核抗体, LEテス トも陰性で, ERCP

では異常影を指摘できず,肝生検では慢性肝炎 (活動性)

の像を示 した.この時点で確診には至らなかったが,そ

の後黄疫が顕性化 し,倦怠感が出現 し,抗核抗体が陽性

化 し, T-グロプリソ 3.8拷/dlと高値を認め,自己免疫

性肝炎の確診を得たaプレドニゾロソ投与にてこれらの

値は有意に低下 しヲ自覚症状屯経験 した.本症例は自己

免疫性肝炎の初期像を知る上で有用であると考えられる

ので報告 した,

郎 肝硬変症 に伴 う特発性細菌性,化膿性腹膜 炎

の2例
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症例1:6ま歳男性.58歳でアルコ-ル性肝硬変と診断

され 腹私 浮腰,肝性昏睡で頻回入院するも飲酒持続.

糖尿病合併.急激な腹痛,腐水貯留予全身浮腰で当科入

院 し1日後死亡.剖検では膿性腹水,上行結腸周囲に腫

轟形成あり, グラム陰性梓菌多数集族を認めた.

症例 2:53歳男性.大量飲酒歴あり曲腹水,浮腫あり

肝硬変と診断. 3カ月後腹痛,腹水,叢疫の急性増悪あ

り,入院 7時間後をこ死亡,剖検で膜性腹水, グラム陰性

稗菌多数を含む腸管浮腰を認めた.非代謝性肝硬変をこ合

併 した特発性細菌性腹膜炎として 2例とも藤めて急性に

経過 レ,末期をこぼショック症状を望 し 白血球増多はな

く,腎機能低下を認めた. 肝硬変の霧箱な合併症として

留意すべき疾患と考えられた申


